
サ
リ
バ
チ
ェ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス

ジ
ー
シ
ー
（
東
京
都
文
京
区
）

虫歯菌分で測定

　
ジ
ー
シ
ー
の
「
サ
リ
バ
チ
ェ
ッ
ク

ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
」
は
、
口
の
中
の
虫

歯
の
原
因
菌
と
さ
れ
る
ミ
ュ
ー
タ
ン

ス
菌
の
多
さ
を
、
唾
液
か
ら

分
で

測
定
で
き
る
簡
易
キ
ッ
ト
。
キ
ッ
ト

に
滴
下
し
た
唾
液
１

中
に

万

個
以
上
の
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
が
存
在

す
る
と
陽
性
と
な
り
、
赤
い
ラ
イ
ン

が
浮
き
出
る
。
虫
歯
リ
ス
ク
の
高
さ

を
簡
単
に
判
定
で
き
、
日
々
の
予
防

に
つ
な
げ
ら
れ
る
。

　
口
内
の
無
数
の
細
菌
の
中
か
ら
ミ

ュ
ー
タ
ン
ス
菌
の
み
を
即

時
に
検
出
す
る
の
は
、
従

来
の
技
術
で
は
難
し
か
っ

た
。そ
こ
で
同
製
品
で
は
、

妊
娠
検
査
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
検
査
な
ど
で
使
わ
れ

る
イ
ム
ノ
ク
ロ
マ
ト
法
を

用
い
て
即
時
検
出
を
可
能

に
し
た
。
キ
ッ
ト
上
に
ミ

ュ
ー
タ
ン
ス
菌
と
結
合
す

る
抗
体
が
塗
布
さ
れ
て
お

り
、
唾
液
中
の
ミ
ュ
ー
タ

ン
ス
菌
を
捕
ら
え
る
仕
組
み
だ
。

　
現
在
、
認
可
の
関
係
か
ら
欧
米
や

韓
国
な
ど
で
先
行
発
売
中
。
日
本
で

の
流
通
の
道
も
多
方
面
か
ら
模
索
中

だ
。

ｐ
Ｈ
複
合
電
極
用
比
較
電
極
「
イ
オ
ン
液
体
型
比
較
電
極
」

堀
場
製
作
所

純水・雨水も正確に

　
環
境
計
測
を
は
じ
め
製
薬
な
ど
の

研
究
施
設
や
生
産
現
場
の
品
質
管
理

ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
計
測
が
求

め
ら
れ
る
水
素
イ
オ
ン
濃
度

ｐ

Ｈ

。
堀
場
製
作
所
の
「
イ
オ
ン
液

体
型
比
較
電
極
」
は
、
こ
れ
ま
で
難

し
い
と
さ
れ
て
き
た
純
水
や
雨
水
な

ど
低
電
気
伝
導
率
水
や
薬
液
を
安
定

し
て
計
測
で
き
る
新
技
術
だ
。

　
従
来
の
電
極
は
、
内
部
液
の
塩
化

カ
リ
ウ
ム
を
試
料
側
に
拡
散
さ
せ
て

ｐ
Ｈ
を
計
測
し
て
い
た
。

開
発
し
た
電
極
で
は
イ
オ

ン
液
体
が
わ
ず
か
に
溶
解

す
る
の
み
で
、
試
料
へ
の

影
響
は
従
来
比
１
万
分
の

１
以
下
に
抑
え
ら
れ
る
。

　
純
水
や
雨
水
な
ど
は
塩

化
カ
リ
ウ
ム
拡
散
の
影
響

を
受
け
や
す
く
、
正
確
な

測
定
値
を
得
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
ま
た
注
射

剤
な
ど
の
薬
液
は
、
塩
化

カ
リ
ウ
ム
と
反
応
し
て
沈
殿
物
を
生

成
す
る
場
合
が
あ
り
、
新
電
極
の
開

発
で
状
態
変
化
を
伴
わ
ず
測
定
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
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重
量
シ
ャ
ッ
タ
ー
用
危
害
防
止
装
置
「
エ
コ
セ
ー
フ
」

文
化
シ
ヤ
ッ
タ
ー

バッテリーが不要

　
文
化
シ
ヤ
ッ
タ
ー
が
開
発
し

た
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
よ
る
挟
ま
れ

事
故
を
防
止
す
る
「
重
量
シ
ャ

ッ
タ
ー
用
危
害
防
止
装
置

エ

コ
セ
ー
フ

」
は
電
源
に
よ
る

バ
ッ
テ
リ
ー
を
必
要
と
し
な
い

の
が
特
徴
だ
。
危
害
防
止
装
置

は
国
に
よ
っ
て
設
置
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
現
在
は
電
気

制
御
方
式
が
主
流
の
た
め
、
非

常
用
バ
ッ
テ
リ
ー
を
設
置
す
る

必
要
が
あ
る
。
だ
が
、
同
社
の

場
合
、
機
械
式
で
作
動
す
る
の

で
一
個
数
万
円
の
バ
ッ
テ
リ
ー

が
不
要
と
な
り
、
バ

ッ
テ
リ
ー
に
か
か
る

待
機
電
力
も
な
く
省

電
力
化
に
も
つ
な
が

る
。

　
構
造
は
ワ
イ
ヤ
リ

ー
ル
で
機
械
的
に
信

号
を
送
る
シ
ン
プ
ル

な
機
構
。
こ
の
装
置

を
取
り
付
け
た
シ
ャ

ッ
タ
ー
で
は
非
常
時

に
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
降

下
し
て
い
く
際
に
障
害
物
を
感

知
す
る
と
ユ
ニ
ッ
ト
が
働
き
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
停
止
さ
せ
る
。

そ
の
後
、
障
害
物
が
な
く
な
っ

た
こ
と
を
感
知
す
る
と
、
自
動

で
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
再
び
降
下
す

る
。

マ
ル
チ
―
Ｖ
工
法
（
パ
ス
カ
ル
君
）

三
興
建
設

下水道仮排水向け （
広
島
市
安
佐
北
区
）

　
三
興
建
設
の
「
マ
ル
チ
―
Ｖ

工
法

パ
ス
カ
ル
君

」
は
、

新
タ
イ
プ
の
下
水
道
仮
排
水
工

法
。
仮
排
水
工
事
は
下
水
道
な

ど
管
路
の
敷
設
替
え
工
事
の

際
、
バ
イ
パ
ス
工
事
を
施
し
て

臨
時
に
汚
水
を
処
理
す
る
も

の
。
心
臓
外
科
手
術
に
お
け
る

心
肺
維
持
装
置
の
よ
う
な
も
の

だ
。
従
来
工
法
は
大
が
か
り
な

装
置
が
必
要
で
コ
ス
ト
高
に
な

り
が
ち
だ
っ
た
。

　
家
庭
内
の
桝
専
用
の
バ
ル
ー

ま
す

ン
ス
ト
ッ
パ
ー
、
自
動
真
空

弁
、
真
空
タ
ン
ク
ユ
ニ
ッ
ト
、

制
御
ユ
ニ
ッ
ト
な
ど
か
ら
な

る
。
桝
内
の
汚
水
を

真
空
方
式
で
吸
引
す

る
の
が
ポ
イ
ン
ト
。

汚
水
に
よ
る
フ
ロ
ー

ト
の
浮
力
で
ボ
ー
ル

バ
ル
ブ
を
開
閉
し
汚

水
を
排
出
す
る
。
排

出
後
、
浮
力
が
な
く

な
る
と
ボ
ー
ル
バ
ル

ブ
は
閉
じ
る
。
電
気

や
圧
縮
空
気
な
ど
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
不

要
で
、
大
幅
に
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
で
き
る
。

１
台
の
制
御
ユ
ニ
ッ

ト
で
最
大

台
の
自

動
排
水
が
可
能
だ
。

配
線
工
事
な
ど
も
不

要
で
作
業
効
率
も
ア

ッ
プ
す
る
。

木
造
住
宅
用
制
震
ダ
ン
パ
ー
「
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｅ
（
ミ
ラ
イ
エ
）
」

住
友
ゴ
ム
工
業

最大％揺れ低減

　
住
友
ゴ
ム
工
業
の
「
木
造
住

宅
用
制
震
ダ
ン
パ
ー
　
Ｍ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｉ
Ｅ

ミ
ラ
イ
エ

は
同
社

が
独
自
開
発
し
た
特
殊
ゴ
ム
を

使
い
地
震
の
揺
れ
を
最
大

％

低
減
し
、家
の
損
傷
を
防
ぐ
。特

殊
な
構
造
と
接
着
方
法
を
採
用

し
優
れ
た
経
年
耐
久
性
が
あ
る

た
め
、
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
も
不
要
。
長
期
に
わ
た
っ
て

地
震
か
ら
住
宅
を
守
る
。

　
橋
や
ビ
ル
に
使
わ
れ
て
い
る

制
振
技
術
を
木
造
住
宅
用
に
開

発
。
ダ
ン
パ
ー
上
部
に
取
り
付

け
ら
れ
た
特
殊
ゴ
ム
が
地
震
の

振
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
瞬
時
に
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
・
吸
収
。

こ
れ
に
よ
り
、
建
物
の
変
形
を

抑
え
て
損
傷
を
減
ら
す
。
突
発

の
地
震
や
、
そ
の
後
の
繰
り
返

し
発
生
す
る
余
震
に

も
継
続
的
に
効
果
を

発
揮
。
振
動
の
吸
収

性
能
が
高
い
特
殊
ゴ

ム
を
採
用
す
る
こ
と

で
ダ
ン
パ
ー
設
置
数

を
最
小
限
に
抑
え
て

業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
低
価
格
を
実
現
し

た
と
い
う
。
サ
イ
ズ

は
高
さ
２
５
８
５

×
幅
８
０
０

。

健
康
・
医
療
機
器
部
品
賞

ケーヒン

省
エ
ネ
型
油
圧
ユ
ニ
ッ
ト

二
輪
車
用
イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
ー
Ｋ
Ｎ
―
７

燃費向上に貢献

　
燃
料
噴
射
用
イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
ー

は
電
子
制
御
燃
料
噴
射
シ
ス
テ
ム

の
中
で
、
燃
料
と
空
気
の
混
合
割

合
が
最
適
に
な
る
よ
う
に
噴
射
し

て
排
ガ
ス
の
浄
化
効
率
を
高
め
る

役
割
を
担
う
。
ケ
ー
ヒ
ン
の
「
二

輪
車
用
イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
ー
Ｋ
Ｎ
―

７
」
は
、
こ
れ
が
最
も
進
化
し
た

も
の
だ
。

　
自
社
開
発
工
具
で
超
精

密
プ
レ
ス
加
工
を
行
う
こ

と
で
、
イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
ー

性
能
を
左
右
す
る
燃
料
噴

射
孔
の
加
工
バ
ラ
つ
き
を

低
減
。
こ
れ
に
よ
り
燃
料

の
流
量
バ
ラ
つ
き
を
従
来

の
半
分
に
抑
え
、
空
気
と

燃
料
を
高
精
度
に
混
合
で
き
る
た

め
、
燃
費
向
上
に
貢
献
で
き
る
。

長
さ
は
従
来
比

％

減
、
重
さ
は
同

％
減

で
世
界
最
小
・
最
軽
量

を
実
現
。
工
具
の
使
用

期
間
も
約
１
・
５
倍
に

延
び
、
軽
量
化
や
使
用

資
源
の
削
減
の
点
で
も

環
境
に
配
慮
し
た
。
Ｋ

Ｎ
―
７
搭
載
の
燃
料
噴

射
シ
ス
テ
ム
は
現
在
シ

ェ
ア
約

％
。
排
ガ
ス

規
制
や
燃
費
向
上
ニ
ー

ズ
を
背
景
に
拡
大
が
期
待
さ
れ

る
。

省
エ
ネ
型
油
圧
ユ
ニ
ッ
ト

高
効
率
・
低
振
動
ヘ
リ
ウ
ム
循
環
装
置

ヘリウム完全回収

新領域技術研究所
（千葉県柏市）

　
新
領
域
技
術
研
究
所
は
東
京
大

学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
。
戦
略

物
質
ヘ
リ
ウ
ム
を
完
全
回
収
す
る

「
高
効
率
・
低
振
動
ヘ
リ
ウ
ム
循

環
装
置
」
は
世
界
的
に
利
用
量
が

増
え
枯
渇
が
危
惧
さ
れ
る
ヘ
リ
ウ

ム
ガ
ス
の
再
液
化
と
循
環
を

す
る
。

　
ヘ
リ
ウ
ム
は
、
脳
機
能
の

変
化
を
読
む
た
め
に
脳
が
発

す
る
微
弱
な
磁
場
を
測
る

「
脳
磁
計
」
の
冷
却
な
ど
に

用
い
る
。

２
６
７
度
Ｃ
で

利
用
す
る
だ
け
に
、
流
路
に

空
気
が
入
る
と
固
化
し
て
ガ

ス
が
流
れ
な
く
な
っ
た
り
、

絶
え
ず
蒸
発
し
た
り
す
る
危

険
性
に
さ
ら
さ
れ
る
。

　
同
装
置
は
閉
塞
物
を
こ
し
取
る

へ
い
そ
く

精
製
器
や
閉
塞
感
知
ソ
フ
ト
、
７

重
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー

チ
ュ
ー
ブ
を
採
用
。
ヘ

リ
ウ
ム
ガ
ス
を
回
収
し

て
再
液
化
。
再
利
用
を

促
進
し
、
ガ
ス
の
利
用

量
で
左
右
さ
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
脳
磁
計
の

稼
働
コ
ス
ト
の
低
減
に

貢
献
す
る
。
す
で
に
昨

年
、
名
古
屋
大
学
医
学

部
に
初
号
機
を
納
入
。

他
の
大
学
病
院
や
研
究

機
関
か
ら
の
引
き
合
い
も
相
次
い

で
い
る
と
い
う
。

環境関連部品賞

　　 ２０１２年 平成２４年 １１月２８日 水曜日 （第２部） 　　 （ ）


